
青い目の人形とは、昭和２年（1927年）日本とアメリカ

合衆国との親善を願い、日本の子どもたちへ贈られた人形

です。その数は約１万２０００体で、人形にはアメリカの

子どもたちの友情がこめられています。当時、青い目の人

形は大歓迎され、小学校や幼稚園でアイドルとなりました。

日本からも５８体の答礼人形がアメリカに贈られ、友情の

交流が行われました。

細谷小学校には、「エセル･ディーン」がやってきました。

昭和２年９月、二川駅から校長先生が人力車でお迎えして以来、大切に保管されています。

昭和１６年（1941 年）から日本とアメリカの間で、戦争が始まりました。親善のシンボル

だった「青い目の人形」は、敵の国の人形とみなされ、竹槍で突かれたり、火の中に投げ込ま

れたりして、ほとんどの人形が処分されてしまいました。しかし、細谷小学校の「エセル・デ

ィーン」は木箱に入れて隠されていたため、戦争を乗り越え、現在も残っています。当時の校

長先生たちが人形を保管したと伝えられています。

昭和５０年（1975年）校舎を建て替えることになりました。「エセル・ディーン」はこのと

き見つけ出されました。はじめは誰も、この人形が青い目の人形だとわかりませんでした。「エ

セル・ディーン」は、頭髪部分がやや失われたものの保存状況は良好です。旅券（パスポート）、

切符、身分証明書、人形を作ってくれた方の直筆の手紙、人形を迎えて歌った歌の歌詞や楽譜

など、当時の資料がすべてそろっています。

平成元年（1989 年）、「エセル・ディーン」は約６０年前の手作りの服、靴を履いて故郷ネ

ブラスカ州に里帰りしました。

現在、細谷小学校の校長室で元気に過ごしています。
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